
 

平
成
十
年
八
月
七
日
受
領 

答

弁

第

一

号 
     

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
参
院
選
公
示
日
の
死
刑
執
行
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
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平
成
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七
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内
閣
総
理
大
臣 

小 

渕 

恵 

三 

一 

 



 

一
の
（
3
）
か
ら
（
9
）
ま
で
に
つ
い
て 

一
の
（
2
）
に
つ
い
て 

一
の
（
1
）
に
つ
い
て 

な
お
、
死
刑
執
行
に
つ
い
て
一
般
的
に
申
し
上
げ
る
と
、
法
務
大
臣
は
、
死
刑
の
判
決
確
定
後
、
関
係
検
察
庁
の
長
か
ら

の
死
刑
執
行
に
関
す
る
上
申
を
受
け
て
、
確
定
記
録
を
取
り
寄
せ
、
省
内
関
係
部
局
を
し
て
判
決
及
び
確
定
記
録
の
内
容
を

十
分
精
査
せ
し
め
、
刑
の
執
行
停
止
、
再
審
、
非
常
上
告
の
事
由
及
び
恩
赦
を
相
当
と
す
る
情
状
の
有
無
等
に
つ
い
て
慎
重 

な
お
、
御
質
問
の
島
津
新
治
は
、
強
盗
殺
人
罪
に
よ
り
、
村
竹
正
博
は
、
強
盗
殺
人
、
殺
人
罪
に
よ
り
、
武
安
幸
久
は
、

住
居
侵
入
、
窃
盗
、
強
盗
致
傷
、
強
盗
殺
人
罪
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
死
刑
の
判
決
が
確
定
し
た
。 

御
指
摘
の
よ
う
な
報
道
が
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
個
々
具
体
的
な
死
刑
執
行
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

個
々
具
体
的
な
死
刑
執
行
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

個
々
具
体
的
な
死
刑
執
行
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
参
院
選
公
示
日
の
死
刑
執
行
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

二
の
（
3
）
に
つ
い
て 

二
の
（
1
）
及
び
（
2
）
に
つ
い
て 

閣
議
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
特
段
の
案
件
が
な
い
場
合
、
そ
の
開
催
を
取
り
や
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
政
選

挙
期
間
中
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
閣
議
の
開
催
の
取
り
や
め
に
よ
っ
て
行
政
に
影
響
が
出
る
こ
と
は
な

い
。 

に
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
事
由
等
の
存
在
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
、
死
刑
執
行
命
令
を
発
す
る
。
死
刑
執
行
命
令

は
、
執
行
始
末
書
の
作
成
を
含
め
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
等
関
係
法
令
の
定
め
る
手
続
に 

 

従
っ
て
適
正
に
執
行
さ
れ
る
。 

国
政
選
挙
は
、
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
る
国
会
の
構
成
員
を
決
定
す
る
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
二
十
九
条
等
に
よ
れ
ば
、
選
挙
の
期
日
の
公
示

日
か
ら
当
該
選
挙
の
期
日
の
前
日
ま
で
選
挙
運
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
公
職
の
候
補
者
及
び
名
簿

届
出
政
党
等
が
そ
の
政
策
等
を
選
挙
人
に
訴
え
る
た
め
そ
の
期
間
中
に
選
挙
運
動
を
行
う
こ
と
は
、
選
挙
に
伴
う
当
然
の
活

動
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

四 

 



 

二
の
（
6
）
に
つ
い
て 

二
の
（
4
）
及
び
（
5
）
に
つ
い
て 

な
お
、
憲
法
第
七
十
三
条
第
一
号
は
、
法
律
を
誠
実
に
執
行
す
る
こ
と
を
内
閣
の
事
務
と
し
て
定
め
て
お
り
、
国
政
選
挙

期
間
中
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
政
府
と
し
て
は
、
国
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
法
律
を
誠
実
に
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。 

英
国
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
各
閣
僚
が
選
挙
期
間
中
も
政
府
の
一
員
と
し
て
の
責
務
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
果
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
最
終
意
思
決
定
の
場
で
あ
る
閣
議
も
通
常
ど
お
り
開
催
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
各
閣
僚
が
選
挙
期
間

中
に
意
思
決
定
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
決
定
が
取
り
消
せ
な
い
性
質
の
も
の
で
な
い
も
の
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
、
慣
行 

米
国
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
国
政
選
挙
の
期
間
中
、
行
政
の
重
要
案
件
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
、
政

府
の
意
思
決
定
機
能
を
制
限
す
る
法
制
度
及
び
政
治
上
の
慣
行
は
存
在
し
な
い
。 

御
質
問
の
「
国
会
で
意
見
が
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
案
件
」
及
び
「
国
会
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
案
件
」
が
具
体
的
に

い
か
な
る
も
の
を
指
す
の
か
判
断
し
か
ね
る
の
で
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

各
国
政
府
の
担
当
部
局
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り
回
答
を
得
て
い
る
。 

五 

 



 

四
の
（
1
）
に
つ
い
て 

三
の
（
6
）
に
つ
い
て 

三
の
（
1
）
か
ら
（
5
）
ま
で
に
つ
い
て 

二
の
（
7
）
に
つ
い
て 

上
、
与
野
党
対
決
案
件
で
緊
急
の
意
思
決
定
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
担
当
閣
僚
が
野
党
に
よ
る
影
の
内
閣
の
中
の
当

該
案
件
担
当
閣
僚
と
協
議
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

御
指
摘
の
人
事
異
動
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
個
々
具
体
的
な
死
刑
執
行
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え

た
い
。 

御
質
問
の
日
に
死
刑
執
行
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
個
々
具
体
的
な
死
刑
執
行
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
の
で
、

答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

な
お
、
勤
務
時
間
終
了
後
の
職
員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る
立
場
に
は
な
い
。 

な
お
、
御
質
問
の
七
通
の
質
問
主
意
書
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
引
継
ぎ
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

御
質
問
の
よ
う
な
事
例
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。 

六 

 



 

四
の
（
2
）
に
つ
い
て 

五
の
（
1
）
に
つ
い
て 

死
刑
を
め
ぐ
っ
て
は
、
御
指
摘
の
法
務
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
始
め
、
様
々
な
議
論
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
議
論
の
動
向
に
は
、
今
後
と
も
関
心
を
払
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

御
指
摘
の
質
問
主
意
書
に
対
し
て
は
、
答
弁
の
た
め
に
は
、
死
刑
制
度
に
関
す
る
我
が
国
に
お
け
る
歴
史
及
び
諸
外
国
の

法
制
等
に
つ
い
て
様
々
な
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の
答
弁
期
間
の
延
長
を
お
願
い
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘

の
よ
う
な
理
由
で
答
弁
を
先
延
ば
し
に
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

な
お
、
死
刑
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
死
刑
執
行
者
数
、
死
刑
確
定
者
数
等
を
統
計
等
に
よ
り
可
能
な
限
り

公
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
死
刑
の
言
渡
し
が
な
さ
れ
た
個
々
の
事
件
の
裁
判
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
裁
判
公
開
の
原
則
に
よ

り
公
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
会
等
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
問
題
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

個
別
の
死
刑
執
行
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
個
々
具
体
的
な
死
刑
執
行
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
の
で
、
答
弁
を
差
し
控
え
た

い
。 

七 

 



 

 

八 

五
の
（
2
）
及
び
（
3
）
に
つ
い
て 

個
々
具
体
的
な
死
刑
執
行
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

な
お
、
監
獄
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
七
十
一
条
第
二
項
は
、
「
大
祭
祝
日
、
一
月
一
日
二
日
及
ヒ
十 

 
 

二
月
三
十
一
日
ニ
ハ
死
刑
ヲ
執
行
セ
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


